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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）

一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会をつくります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　 昭和 46 年 3 月 19 日制定

地域おこし協力隊（学校 ICT 支援員）

　曽
そ が べ

我部　久
ひ さ し

さん
Fresh TalkFresh Talk

～　フ レ ッ シ ュ ト ー ク　～

「
私
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し

て
、
教
育
・
地
域
・
未
来
の
可

能
性
に
貢
献
で
き
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
喜

び
は
あ
り
ま
せ
ん
」
そ
う
話
す
の
は
、
4

月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
I
C
T
支
援

員
と
し
て
雄
武
中
学
校
で
勤
務
す
る
福
岡

県
北
九
州
市
出
身
の
曽
我
部
さ
ん
。

　
前
職
で
は
、
ど
こ
で
も
学
べ
る
環
境
を

創
り
た
い
と
考
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
配

信
、
学
習
塾
教
材
や
学
校
入
試
問
題
な
ど

の
制
作
編
集
を
行
う
編
集
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
起
業
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小

学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
と
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
授
業
を
年

間
約
5
0
0
名
の
生
徒
に
行
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
聞
い
て
み

る
と
「
雄
武
町
で
I
C
T
教
育
を
活
用
し

た
日
本
一
の
学
校
モ
デ
ル
づ
く
り
に
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
の
学
ぶ

意
欲
を
引
き
出
し
、
先
生
方
の
業
務
を
軽

減
し
、
人
工
知
能
な
ど
の
技
術
も
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
現
が
可
能
だ
と
確
信
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
夢
と
現
実
を
つ
な

ぐ
力
を
育
ん
で
ほ
し
い
。
夢
を
描
き
な
が

ら
も
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
知
識
や
ス

キ
ル
を
持
っ
た
企
業
家
を
こ
の
雄
武
町
か

ら
育
て
た
い
」
と
自
身
の
思
い
と
共
に
力

強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
曽
我
部
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
注
目

で
す
。

❖編集後記
Editor's note

▼今月号から広報を担当することとなりました
舘田と申します。初めてで不慣れなことも多く、
撮影やインタビューをする際も毎回緊張してい
ます。今後、取材などで皆さまのところにお邪
魔する機会もあるかと思いますが、どうぞよろ
しくお願いします。（舘田）


